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北西オーストラリアBonaparte湾堆積物による最終氷期最盛期の古環境復元
Reconstructing paleoenvironmental changes around the Last Glacial Maximum in Bona-
parte Gulf
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過去の海水準変動を復元することは気候変動の解明に繋がるだけでなく、マントルの粘性率を求めるなど固体地球の
情報を得ることができるため、地球科学研究で広く研究されている．第四紀の地球表層は、氷期?間氷期の繰り返しによ
る大陸氷床の消長に伴う海水準の変動により、海洋環境をはじめ、大きな気候変動を経験してきた．つまり過去の海水準
変動の規模とタイミングを決めることで、地球表層環境変動の理解を深めることにつながる．現海面に近いところに過
去の海水準の証拠が残っている間氷期のデータは比較的多いが、現在より海水準が 50m以上低かった氷期の多くのデー
タはいまだに少ない．また、特に海水準上昇期には、堆積学的理由から堆積物の連続データが保存されやすいために海
水準の記録が残っているが、氷床拡大期のデータの報告は極めて限られている.
およそ 1.9万年前に終焉した最終氷期に、巨大な氷床が存在した旧氷床域から遠いボナパルト湾は、Far-Fieldと呼ば

れ、氷床荷重に伴うグレイシオアイソスタシーの効果が小さい.したがって、気候変動の研究で重要な氷床量相当海水
準を復元するのに適している．ボナパルト湾は北西オーストラリアに位置する広い大陸棚であり、海水準が低かった時
には浅海化、または陸化していたと考えられる (Yokoyama et al., 2000)．2011年に行われた白鳳丸 KH11-1航海において
Bonaparte湾で 29本の堆積物コアの採取が行われた．本研究では KH11-1PC01, KH11-1GC06のコアに着目した．これら
のコアは海水準が最も低下した時期に海水準下もしくは海水面にあったと考えられ、堆積物の連続データが採取可能で
あると考えられる．
これらのコアに含まれていた貝の年代を東京大学工学系研究科タンデム加速器研究施設で放射性炭素年代測定によ

り決定した．また堆積物中の全有機炭素量 (TOC)、全窒素量 (TN)を高知コアセンターにおいて測定した．KH11-1PC1,
KH11-1GC06の双方のコアにおいて氷床拡大期に、TOC, CN比をはじめとしたプロキシが変化していることがわかった．
これは Bonaparte湾内の堆積環境が海水準変動によって変化したためと考えられ、氷床拡大期の海水準の位置を決定する
指標になると考えられる．
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